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安
倍
晋
三
首
相
が
８
月
８
日

に
実
施
す
る
内
閣
改
造
で
「
ポ

ス
ト
安
倍
」
を
う
か
が
う
石
破

茂
地
方
創
生
担
当
相
の
処
遇
が

焦
点
の
一
つ
だ
。
首
相
の
自
民

党
総
裁
任
期
は
２
０
１
８
年
９

月
。
石
破
派
内
で
は
『
閣
外
に

原
発
の
耐
震
設
計
の
目
安
と
な
る

基
準
地
震
動
を
巡
り
、
過
小
評
価
の

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
地
震

な
ど
の
災
害
対
策
で
新
た
な
科
学
的

知
見
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、
原
発

の
新
規
制
基
準
に
反
映
さ
せ
る
の
が

原
子
力
規
制
委
員
会
の
責
務
で
あ
る

は
ず
。
そ
の
知
見
が
ま
だ
定
ま
っ
た

も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
慎
重
に

検
討
す
る
の
が
当
然
だ
ろ
う
。

指
摘
し
た
の
は
、
規
制
委
の
委
員

長
代
理
を
務
め
た
島
崎
邦
彦
尾
想

定
す
る
活
断
層
の
種
類
に
よ
り
、
関

西
電
力
大
飯
原
発
（
福
井
県
）
な
ど

で
は
一
般
的
な
計
算
式
だ
と
揺
れ
が

小
さ
く
な
る
と
し
て
、
別
の
計
算
式

が
妥
当
と
訴
え
る
。
が
、
規
制
委
の

田
中
俊
一
委
員
長
は
大
飯
原
発
の
基

内閣改造

石
破
氏
処
遇
が
焦

首
相
谷
垣
氏
留
任
判
断
へ

霊
鷆
霜
攪

身
を
引
き
、
次
期
総
裁
選
に
備

え
る
べ
き
だ
」
と
の
意
見
が
強

い
。
首
相
と
し
て
は
、
石
破
氏

を
閣
外
に
出
せ
ば
党
内
で
批
判

勢
力
の
受
瞳
皿
に
な
り
か
ね
な

首
相
は
近
く
、
サ
イ
ク
リ
ン

準
地
震
動
を
見
直
さ
な
い
と
明
言
し

た
。
消
極
的
な
姿
勢
を
危
倶
す
る
。

規
制
委
は
、
島
崎
氏
の
指
摘
を
受

け
事
務
方
に
再
計
算
を
指
示
し
て
は

い
た
。
結
果
は
新
基
準
適
合
審
査
で

了
承
済
み
の
数
値
を
下
回
っ
た
が
、

後
に
再
計
算
の
手
法
に
問
題
が
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
し
、
田
中
委
員
長
が

「
判
断
根
拠
に
な
ら
な
い
」
と
言
及

す
る
事
態
に
。
な
ら
ば
や
り
直
す
の

が
筋
な
の
に
、
「
知
見
が
固
ま
っ
て

’

占
J､、、

社 説
揃
鼈
噸
窪
塩
埴
一

グ
中
の
け
が
で
入
院
し
た
自
民
一

そ
れ
を
踏
ま
え
、
谷
垣
氏
留
任

の
可
否
を
最
終
判
断
す
る
。
諏

日
に
は
、
交
代
さ
せ
る
場
合
の

後
任
に
取
り
沙
汰
さ
れ
る
岸
田

文
雄
外
相
ど
羽
田
空
港
で
会
う

な
ど
、
人
事
調
整
を
継
続
し
た
。

石
破
氏
は
沁
日
の
記
者
会
見

で
、
自
身
の
去
就
を
問
わ
れ
「
任

が
あ
る
限
り
、
そ
の
仕
事
に
全

お
ら
ず
、
現
段
階
で
（
別
手
法
に
）

乗
り
換
え
る
必
要
は
な
い
」
と
幕
引

き
を
図
っ
た
。
「
黙
殺
〕
に
も
等
し

い
対
応
に
猛
省
を
促
し
た
い
。

大
飯
原
発
の
基
準
地
震
動
の
審
査

は
、
島
崎
氏
が
在
任
中
に
指
揮
を
執

っ
た
。
自
ら
誤
り
を
認
め
て
見
直
し

を
訴
え
る
意
味
は
大
き
い
。
今
回
の

指
摘
は
、
４
月
の
熊
本
地
震
で
観
測

し
た
断
層
の
ず
れ
が
、
一
般
的
な
計

算
式
で
説
明
で
き
な
か
っ
た
の
が
き

っ
か
け
だ
。
震
度
７
の
激
し
い
揺
れ

を
２
度
観
測
す
る
な
ど
前
例
の
な
い

地
震
だ
け
に
、
規
制
委
は
も
ち
ろ
ん

原
発
事
業
者
も
新
た
な
知
見
の
検
証

に
後
ろ
向
き
で
い
て
は
な
る
ま
い
。

四
国
電
力
は
伊
方
原
発
８
号
機
を

来
月
中
旬
以
降
に
再
稼
働
さ
せ
る
方

積
極
的
な
検
証
が
規
制
委
の
責
務
だ

力
を
尽
く
す
。
‐
役
職
は
個
人
で

な
く
、
天
下
国
家
の
た
め
に
あ

る
」
と
持
論
を
語
っ
た
。
た
だ

周
囲
に
は
最
近
「
こ
れ
ま
で
の

人
生
で
頼
ま
れ
た
仕
事
を
断
っ

た
こ
と
は
な
い
が
、
今
回
は
ど

う
す
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
胸

中
を
吐
露
し
た
。

越
年
９
月
発
足
の
第
２
次
安

倍
改
造
内
閣
で
地
方
創
生
担
当

相
に
就
任
し
た
。
昨
年
９
月
に

は
自
身
を
領
袖
（
り
ょ
う
し
ゅ

針
を
示
し
て
い
る
。
・
愛
媛
新
聞
が
参

院
選
期
間
中
星
葹
し
た
県
民
世
論

調
査
で
は
、
再
稼
働
に
否
定
的
な
回

答
が
鯉
％
を
占
め
、
・
圭
昌
上
的
な
訳
％

を
上
回
っ
た
。
県
民
の
不
安
を
鄭
塾

に
受
け
止
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
や

規
制
委
の
原
点
が
、
東
京
電
力
福

島
第
１
原
発
事
故
に
あ
る
の
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
一
つ
の
行
政
組
織
が

原
発
推
進
と
規
制
の
両
方
を
担
っ
た

反
省
に
立
ち
、
規
制
側
の
原
子
力
安

全
・
保
安
院
を
推
進
側
の
経
済
産
業

省
か
ら
分
離
す
る
な
ど
し
て
発
足
し

た
。
活
動
原
則
に
あ
る
「
何
も
の
に

も
と
ら
わ
れ
な
い
独
立
し
た
意
思
決

定
」
こ
そ
が
出
発
点
な
の
だ
と
、
改

め
て
肝
に
銘
じ
る
べ
き
だ
。

国
民
の
信
頼
が
揺
ら
い
で
い
る
現

らし
せｰ
るに
。さ

雷尭
にL－
はと

毒
70
入
超
の募

う
）
と
す
る
派
閥
を
結
成
○
翌

月
の
内
閣
改
造
の
際
、
周
辺
か

ら
「
続
投
は
固
辞
す
べ
き
だ
」

と
進
言
さ
れ
た
が
、
首
相
の
留

任
要
請
を
受
け
入
れ
た
。

第
８
次
安
倍
改
造
内
閣
は

「
１
億
総
活
躍
社
会
』
実
現
を

打
ち
出
し
、
地
方
創
生
が
か
す

ん
だ
印
象
は
否
め
な
い
。
石
破

派
幹
部
は
『
首
相
に
『
飼
い
殺

’ 状
を
憂
慮
す
る
。
島
崎
氏
に
代
わ
つ
け

て
規
制
委
に
加
わ
っ
た
田
中
知
氏
は
ノ
、
加

原
子
力
学
会
会
長
な
ど
を
務
め
、
電

力
団
体
か
ら
報
酬
を
受
け
て
い
た
。
・
一

さ
ら
に
、
老
朽
原
発
の
運
転
延
長
に
一

前
向
き
な
田
中
委
員
長
鑿
一
壱
記
憶
‐
｜

に
新
し
い
。
原
発
の
運
転
期
間
を
定

め
た
「
原
則
如
年
ル
ー
ル
」
を
形
骸

化
さ
せ
か
ね
ず
、
依
存
度
の
低
減
を
、

掲
げ
な
が
ら
温
存
を
進
め
る
安
倍
政

権
へ
の
迎
合
ど
さ
え
映
る
。

信
頼
を
取
り
戻
す
に
は
独
立
性
と

専
門
性
を
高
め
る
し
か
な
い
。
基
準
』

地
震
動
の
評
価
だ
け
で
は
な
く
、
一
伊

ら
ゆ
る
業
務
に
通
じ
よ
う
。
新
た
な
↑

知
見
に
向
き
合
い
、
「
想
定
外
」
を

な
く
す
よ
う
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

福
島
の
事
故
の
教
訓
で
も
あ
る
。

－

処
遇
次
第
で
期
待
が
憤
り
へ
容

易
に
転
じ
そ
う
な
状
況
も
あ

る
。

ｌ

「
入
閣
待
機
組
」
が
お
り
、

蚕． 瞳
洽
介
入
《

２
０
１
６
年
度
の
最
低
賃
幸

臺
請
で
全
国
平
均
で
時
給
型
円
錨

2016／7／281斗

相
模
原
塾

相
模
原
の
障
室

心
事
件
を
受
け
、
直

諏
日
、
精
神
疾
崖

や
他
人
を
傷
つ
樫

遥
八
を
強
制
的
汚

［
措
置
入
院
」
の
封

つ
い
て
、
見
直
些

々
封
逵
固
め
た
。

一
事
件
で
逮
捕
《

一
）

の
は
一

条
刺
固
い
－

１

Ｊ
嵩
ツ
リ
と
》

録
う
ご
夜
鳴

寧
っ
さ
”
薄
金

一

措
皆

「

は
な
９

鍔
花
酉

鱗
月
一
名
は
蛙

醐
酬
り
、
》


